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ふ り が な
所 収 遺 跡 名

ふ り が な
所 在 地

コード 北緯 東経
調査期間 調査面積

㎡ 調査原因
市町村 遺跡番号 世界測地系
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1032.6 市道改良
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大谷地遺跡
第２次

散 布 地
縄文時代

竪 穴 跡 １基

縄文土器，石器

焼 土 １基
土 坑 ３基
陥 し 穴 状 土 坑 ２基
遺 物 包 含 層

古　　代
陥 し 穴 状 土 坑 １基
ピ ッ ト １口

要約

　大谷地遺跡は，縄文時代の遺跡として周知されている。開田工事の際に多くの遺物が出土
したとされ，竪穴建物跡等の生活の痕跡を示す遺構の存在が予想されていた。本調査では，
竪穴跡や陥し穴状土坑，遺物包含層が確認され，縄文時代早期末葉の表裏縄文土器や，石器
等が出土した。


